
Smart Eye Camera を使用した

世界の予防可能な失明の削減
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現役眼科医が、診療現場で感じた課題解決の為に、
自ら発案し、ゼロから開発を行った、

眼科診察ができるスマホアタッチメント型医療機器

*特許6627071,特願2019-140855, PCT/JP2020/029578,16/964822 (アメリカ), 19743494.7(EU), 201980010174.7 (中国) 
1-2020-04893(ベトナム), 202017033428(インド), AP/P2020/012569(アフリカ). 商標第6124317号

** 医療機器届出番号：13B2X10198030101, 13B2X10198030201

私達の”想い”がYouTubeで
公開されています!!

2025年までに
世界の失明を50%減らす
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https://journals.plos.org/plosone/article/comments?id=10.1371/journal.pone.0215130
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